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 近年、ますます多くの観光客が訪れている沖縄。国内からはもちろん、台湾

などを中心とした海外からも注目を集めており、その魅力は計り知れません。 

 私は今年二月から三月にかけて、沖縄県のハワイ雄飛プログラムに参加し、

ハワイで観光業を学びました。世界トップクラスの観光地として名高いハワイ

を実際に訪れてみると、沖縄との違いにしばしば驚かされました。その違いか

ら見えてきたのは、沖縄が更に発展するためのヒントでした。 

 まずは、日常生活を送る中で、おそらく誰もが目にする道端に落ちているゴ

ミについてです。ビーチや有名な観光地でのゴミ問題についての意見はよく耳

にしますが、地元の人々が利用する道でのゴミ問題は観光とは区別されて見ら

れがちだと思います。しかし、観光客が必ずしも通らないということはありま

せん。沖縄が観光地であれば、沖縄の道はその基礎を支えるものになります。 

 私がワイキキを訪れたとき、よく道で目についたものがゴミ箱でした。短い

間隔を置いて設置されているので、道でゴミを捨てたくなった時にとても便利

だと感じました。目につく範囲でゴミ箱があれば、持っているゴミを道端に捨

てるのではなく、ゴミ箱に入れようという心理が働くのではないでしょうか。

このような設備をすれば、ポイ捨てなどが減り、観光地はもちろん、全ての道

も綺麗になると思います。その場合のゴミ箱の管理などの手間は生まれます

が、観光客も県民も協力し合えるような環境を作れると思います。 

 次に、外国語力についてです。ハワイは言わずと知れた、日本人に人気の観

光地のひとつです。日本人がよく訪れるお店に行けば、日本語も通じてしまい

ます。世界で二番目に難しいと言われる日本語を、ハワイの人は少しの単語か

も知れませんが、話せる人もいるのです。また、私はハワイで現地の高校に行

き、日本語の授業にも参加しました。その授業では、英語と日本語が半分ずつ

使われていました。学んでいる最中の言語でも、生徒たちはできる限り喋ろう

としていたのが印象的です。そのような積極的な態度が、観光地に置いて外国

語を話そうとする姿勢に繋がっているのだと思いました。 

 しかし現在の沖縄で、英語をはじめとする外国語の授業はどうでしょう。私

は、外国語よりも日本語で授業を行っているように感じます。もちろん、ALT

の先生方との授業でよりネイティブな外国語を教えてもらえますが、圧倒的に

スピーキングの量が少ないと思います。海外からも観光客が年々増加している

今、いつまでも日本人は外国語を話すことが苦手だと言っていいのでしょう

か。 



 私は首里高校に通っているので登下校の際に観光客をよく目にします。首里

城への道を聞かれたことも何度かあり、その中に外国人観光客もいました。そ

の時、相手の言っていることは理解できても、言いたいことが思うように話せ

なかったのです。もちろん慣れもあると思いますが、それ以前に「外国語を話

す」ということに対して、もっと積極的になるべきだと強く感じました。その

ためには、一人一人が意識することも大切ですが、学校という学びに最適な場

所で、今以上に話す外国語を学ぶべきだと思います。更に言えば、沖縄という

観光地に住んでいるので道案内に適したフレーズや場所を説明する時によく使

う言葉などを、他の都道府県よりも強化して教えてもらえたら地域にも貢献で

きると思います。 

 このふたつだけではなく、他にも交通の便や伝統文化の継承など、沖縄が更

に観光地として発展していくために解決しなければいけない問題は山積みで

す。しかし、まずはこのふたつを優先的に解決すべきだと思います。 

 目立つ場所だけでなく、普段使いする道からもゴミが無くなれば、環境問題

解決への一歩を踏み出すことが可能です。沖縄にある自然は、人間が好き勝手

侵してはいけない、かけがえのない財産です。ハワイアンは大地を含めて家族

だという考えを持っているそうです。これは、私に衝撃を与えました。自分た

ちを育ててくれた大地に対して、大きな感謝と限りない愛情を持っていること

が伝わってきたのです。そして、もっと沖縄の大地と私自身の繋がりを大切に

したいと思うようになりました。自然と共存するためにも、まずは沖縄の地か

らゴミを無くす努力をしていきたいです。 

 また、海外からよりたくさんの人々に沖縄に来てもらうためには、必ず外国

語が必要になります。たとえ完璧でなくても、知っている単語やフレーズ、そ

して何よりもコミュニケーションを取ろうとするその気持ちが大切だと思いま

す。積極的に話すことは全然恥ずかしいことではなく、そのチャレンジする気

持ちは伝わるのだと海外へ足を運んで気づくことができました。沖縄県民のそ

のホスピタリティは、きっと言葉の壁を越えて伝えることができます。そのた

めに、なるべく小さい頃から話す外国語に慣れ、学校でも積極的にスピーキン

グ授業を行ってほしいと思います。 

 沖縄は世界に誇れる観光地になれる可能性を秘めています。ハワイやグアム

をも越える「世界の沖縄」になるために、手を取り合って、努力を重ねていき

ましょう。 

 


